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令和６年度事業計画 

 

 

 

Ⅰ 役員・評議員・職員等の数（令和６年４月１日現在） 

理 事   ７名（理事長１ 常務理事１ 理事５） 

監 事   ２名 

評議員   ９名 

職 員  １０名（男 ８ 女 ２） 再採用職員 ３名（男 ３） 

臨時職員 １６名（男１４ 女 ２） 

パート職員 ２名（女 ２） 

 

 

Ⅱ 学校給食会の事業 

○学校給食用物資の安定供給に関する事業 

○学校給食の充実発展及び食育推進の支援に関する事業 

○学校給食用物資の安全及び衛生管理に関する事業 

○その他（災害救助の支援物資の供給） 

  

 

本会の目的である、学校給食の円滑な実施とその充実発展及び食育の推進を積極

的に支援するため、令和５年度に引き続き、「学校給食用物資の安定供給事業」によ

る良質で多種多様な物資の提供とその価格の安定に努めるとともに、「学校給食の安

全・安心」のため、ノロウイルスやＯ１５７等による食中毒、学校給食用物資によ

るアレルギー事故、重大な異物混入事故の防止に全力を尽くすこととする。 

約３年間続いたコロナ禍は、昨年５月に５類感染症に変更となり、感染流行は落

ち着きつつあることより、休止していた事業も徐々に復活させるなど、コロナ前の

状況に戻りつつあるが、感染自体は続いており、引続きマスク着用や手洗い等、基

本的な感染対策を徹底し、学校給食用物資の安定供給に努める。 

学校給食における地産地消の推進に寄与するため、生産者やメーカーとの連携を

密にし、地場産食材を使用した新商品の開発等にも積極的に取り組むとともに、管

理面においては、製造工場の立入調査等を確実に行い、産地確認や品質管理の徹底

を図る。 

令和６年度の児童・生徒数は約２．３％の減少が見込まれる中、仕入価格、賃金、

諸経費の上昇は避けられない状況にあるが、学校給食の安定供給とその充実発展の 

ため公益財団法人としての存続意義を維持する必要があることから、一層の営業努 

力と経費削減に努め、安定した組織運営を目指すこととする。 

《 事業目的 》 
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１ 学校給食用物資の安定供給に関する事業 

 
（１）種類別学校数・対象者数（児童・生徒・教職員） 

 ※ 令和５年度数値は、山口教育庁令和５年５月１日現在「教育委員会・学校一覧（教育調査

資料第 209 集）」より算出。令和６年度推計値は、各市町より県統計分析課提出の「令和３

年国勢調査（不詳補完値）市町年齢別人口（各歳）」（令和 3 年 10 月 1 日現在）を参考にし

て予測。校数は休校・分校を除く。 

 

（２）物資取扱計画（数量・金額） ※税別、（ ）内は令和５年度の仮決算推計値 

品     名 取扱数量 
売上高 

（単位：千円） 

パ ン 
5,436,000食 

（5,560,000食） 
310,900 

（289,900） 

委託炊飯（米飯） 
305,872㎏ 

（383,999kg） 
240,700 

（283,900） 

自校炊飯（精米・アルファ化米等） 
635,607㎏ 

（577,708kg） 
197,500 

（174,700） 

計  
749,100 

（748,500） 

一 般 食 品 
 348,400 

（348,100） 

冷 凍 食 品 
698,000 

（697,600） 

非   食   品 
3,500 

（3,500） 

計 
1,049,900 

（1,049,200） 

合   計 
1,799,000 

（1,797,700） 

＊令和６年度は、児童・生徒数の減少に伴い食数は減るものの、小麦・パン副資材、精米、

食品の値上がり等により、基本物資・一般物資とも売上増が見込まれる。 

 

 

完全給食 

種  別 
令和 6 年度（推計） 令和 5年度 増  減 

校数 人数 校数 人数 校数 人数 

小学校 

公立 269 65,609 272 67,103 △3 △1,494 

国立 2 819 2 838 0 △19 

計 271 66,428 274 67,941 △3 △1,513 

中学校 

公立 140 34,497 140 35,285 0 △788 

国立 1 247 1 253 0 △6 

計 141 34,744 141 35,538 0 △794 

特別支援学校（国立含） 13 2,601 13 2,659 0 △58 

合    計 425 103,773 428 106,138 △3 △2,365 
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（３）良質で多様な物資の調達 

基本物資のパン用小麦粉、精米（委託炊飯、自校炊飯用）のほか一般物資として、規格、

味覚風味、アレルギー対応など本会の基準を満たした約 1,700品目を取り扱っている。 

また、一般物資については、行政職員や栄養教諭等で構成する物資選定委員会を開催し、

本会が推薦する優良な物資を選定し、利用を呼びかけていく。 

学校給食現場における、地産地消の推進による地場産物への希望が多いことから引き続き

山口県の地場産物を使用した新商品の開発や、情報提供に積極的に取り組むこととするが、 

製造業者の指導監督には十分注意を払うこととする。 

 また、学校給食を通じた食育推進の一環として、鯨肉の販売を通して鯨食習慣の継承にも

寄与していく。 

 

（４）安定価格の維持と安定的な供給 

取扱物資の価格は、年度当初に公開し、年間を通じて公表価格以下に抑制し、給食内容の

維持、保護者の負担軽減を図っている。 

令和６年度は、製造販売業者と交渉をしており５年度当初のピーク時に比べると少しずつ

落ち着いてきておりますが、まだまだ原料価格の高騰や包装資材、エネルギーコスト、物流

費等の上昇を理由に厳しい状況が続いております。できるだけ廉価で良質な給食物資の確保

に努めることとする。 

 

（５）配送体制の確立 

現在、２トン積み冷凍冷蔵トラック 10台、３５０kg積み冷凍冷蔵軽トラック１台を配置

し、山間部や離島を含めた県下全域に、１年を通じて遅配や欠配をすることのない配送体制

を敷いている。 

令和４年度、５年度は配送途中での故障・立往生となるリスクを考慮し、年式が古く走行

距離が嵩んでいる各１台を入れ替えており、令和６年度も年式が古いトラックを更新し、経

費節減と配送効率の向上による配送体制の確立を目指す。 

 

（６）物資の保管 

   調達の物資は、当法人が保有する常温倉庫（846㎡）及び冷凍冷蔵倉庫（約 752㎡）で安

全・安心の確保と衛生管理に努め適正に保管する。また、一括購入した季節品食材等につい

ては、民間倉庫に保管を委託する。 

 

２ 学校給食の充実発展及び食育推進の支援に関する事業 

 

（１） 主催・共催（県教育委員会及び関係諸団体）で、学校給食関係者や保護者、児童・生徒 

を対象に各種の講演会・研修会を通じて食育推進のための支援事業を実施する。 

① 学校給食用物資選定委員会 

   本会が取り扱う、より良質な物資の選定並びに県内産農畜水産物による食品開発等につい

て審議するため、学校給食関係者で構成する物資選定委員会を開催する。    
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② 山口県学校給食研究協議大会 

学校給食の意義と役割に関する認識を深めるとともに食育の推進等の一層の充実・向上

を図るため、衛生、食育に関する講演、栄養教諭・学校栄養職員等による事例研究発表を

行う。また、学校給食の優良学校及び学校給食功労者の表彰等、現場士気の向上を図る行

事も併せて実施する。 

開催日時  令和６年８月８日 

会  場  山口県総合保健会館 

主  催  山口県教育委員会、（公財）山口県学校給食会 

 

③ 親子食育実践教室 

新型コロナウイルスの感染状況を鑑み、令和２年度から中止としていたが、令和６年度 

より再開する。これまでは、山口県学校栄養士会の協力を得て、学校給食メニューに取り

組んでいたが、学校給食に県産小麦、米粉を使用したコッペパンを提供している事から令

和６年度は、パン給食が減少している中、普段食べているコッペパンがどのように作られ

ているのか学校給食への理解と地産地消・食に興味関心を持ってもらうため、山口県パン

工業協同組合協力のもと、「学校給食用コッペパン作り教室」を開催する。 

 

開催日時  令和６年７月下旬 

会  場  （公財）山口県学校給食会 

主  催  （公財）山口県学校給食会 

 

 

④ 学校給食料理コンクール 

夏休み期間に合わせ、山口県内の小中学校児童生徒の工夫に満ちた給食メニューを募集 

し、コンクールを実施する。また、入賞作品についてレシピ集を作成し、学校等に配布す 

るとともに、ホームページ等で紹介する。 

 

募集時期  令和６年７月～９月 

審  査  令和６年１１月～１２月 

主  催  （公財）山口県学校給食会 

 

 

（２）助成事業の実施 

学校給食関係者の、学校給食の充実発展と食育の推進に関する活動の活性化や資質の向上

に寄与することを目的に、以下の事業を実施する。 
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① 特定団体への助成 

学校給食において重要な役割を持つ山口県学校栄養士会、山口県パン工業協同組合が 

実施する学校給食の充実発展、食育の推進に関する講演会、研修会などに助成金を支出 

し、活発な事業展開の支援を行う。 

 

 

②  公募型の助成 

学校給食に関わる者・団体等が児童生徒やその保護者を対象に学校給食の充実発展、食 

育推進に関する事業を実施する場合に、その事業費の一部を助成するとともに、学校給食 

関係者が、学校給食に関わる県外で開催される講演会、研修会等に出席する場合に、その 

旅費の半額を助成する。 

 

 

③  一般物資助成 

学校給食関係者が、学校給食の充実発展、食育推進に関する事業を実施する場合に、必

要な本会取扱いの食材を無償提供する。 

 

 

（３）施設の使用及び食育教材等の無償貸出事業 

学校及び学校給食に係わる団体等に対し、当法人が保有する施設の使用及び食育教材 

（指導用年代別給食・郷土料理モデルレプリカ、ビデオ・ＤＶＤ（教材用、衛生管理）、各種

オードブル皿、紙芝居等）の無償貸付を実施する。 

  なお、施設の利用にあたり、栄養士、児童・生徒等の来館も多いことから救命措置が必要

になった場合に備え、AEDを設置することとする。 

 

 

（４）山口県産品を使用した新商品の開発・情報発信 

山口県産の食材を使用した新商品の開発を行うため、学校栄養士会、給食会、製造メーカ

ーとの連携により、給食会のオリジナル商品開発に取り組むとともに、これまで作成してき

た県産品をホームページに掲載し、広く情報発信する。 

 

 

３ 学校給食用物資の安全及び衛生管理に関する事業 

（１） 物資の適正管理 

   ①  一般物資の検査 

     細菌感染を防ぎ安全安心な物資を提供するため肉や魚などのうち、年間を通して使用頻 

度の高い国産牛のスライスなど３０品目について、毎年学期毎に１回、年３回、細菌検査 

（大腸菌、ブドウ球菌、サルモネラ菌、腸炎ビブリオ、カンピロバクター）を実施し、それ 
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以外の使用頻度の高い２０品目については各メーカーに対し、自主検査、公的検査による細

菌検査表を徴求する。 

また、冷凍野菜２０品目についても、３００成分の残留農薬検査を年１回実施。検査に 

  ついては（公財）山口県予防保健協会に委託、より安全・安心な物資を提供する。 

 

 

②  基本物資の検査・検定 

基本物資の精米・玄米については、品質の確認（検定）を（一財）日本穀物検定協会に委

託して実施する。また、玄米については、１９地域米及び山口県産統一米の残留農薬・カド

ミウム検査を新米収穫時に一括して実施する。 

 

 

③ 学校給食用パンの品質審査 

学校給食用パンの品質向上のため、行政、県学校栄養士会、ＰＴＡ等の代表者並びに専門家

により、品質の審査を行う。また、審査の結果はパン加工委託業者、市町教育委員会、パン供

給実施学校へ通知し併せて専門家による加工委託業者へ指導・助言を行い、品質向上を図る。 

 

 

④ 本会オリジナル商品の産地確認・製造工場への巡検 

令和元年 8月本会がオリジナル商品の製造を委託している業者による産地偽装事案が発生

したため、その再発防止策の一環として、引続き本会オリジナル商品の製造を委託している

６業者すべての工場へ出向き、衛生管理、製造工程、産地等の調査確認を行う。 

 

 

（２）学校給食用冷凍・冷凍冷蔵保管庫の無償貸付事業 

令和３年度からは新規貸し付けは行わず、これまで貸し付けを行った保管庫の廃棄処分等

に係る事務のみ行っている。 

 

（３）学校給食施設等における衛生管理の支援 

① 学校給食衛生管理指導者講習会の実施 

各市町において衛生管理の指導的立場にある市町教育委員会、県立の学校給食関係者、 

栄養教諭・学校栄養職員等を対象として食中毒防止対策等の必要な知識及び実務的な対策

方法を習得させ、衛生管理に関する指導力の向上を図る。 

 

 開催日時  令和６年５月３０日 

会  場  （公財）山口県学校給食会 

主  催  山口県教育委員会、（公財）山口県学校給食会 
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② 衛生検査器具の無償貸付事業 

児童生徒に対し効果的な手洗いを指導するため、手洗いチェッカーやＡＴＰ（拭き取り検 

査器具）・ふらん器などの貸出し及び試薬の無償提供を行う。 

 

 

③ 指定委託工場の巡回調査実施 

専門業者により、パンの製造や炊飯を委託している工場（９施設・１１工場）に対し、巡

回衛生調査と衛生講習会を上半期・下半期毎に実施し、異物混入防止を含め加工委託工場の

衛生管理が徹底するよう指導する。 

また、重大な異物混入など給食事故を起こした加工委託工場に対し、必要に応じて専門業

者による立入調査を実施する。  

 

  

④ 加工委託工場ＡＴＰ拭き取り検査について 

加工委託工場の衛生管理取組体制強化を目的に調理器具の洗浄不足、雑菌の繁殖などの防

止のため月１回拭き取り検査を実施する。 

 

 

⑤ 職員の検便の実施 

毎月２回実施する。（１０月～３月：ノロウイルス検査１回） 

 

 

４ 設備投資について 

＜設備関連＞ 

(１)冷蔵庫・冷凍庫温度記録計交換について 

 冷蔵庫・冷凍庫については、食品管理上時系列的な温度記録を残す必要がある。現在使用して

いる記録計は老朽化により、印字がかすれたりすることもあるため、修理を依頼したものの、年

式が古すぎて修理用部品が調達できないため、交換する。 

 

(２)常温倉庫内小分け作業室新設について 

 令和５年１１月２０日に山口県山口環境保健所の定例食品衛生調査を受検し、きちんと囲まれ

た小部屋を設置するように指導を受けたため、小分け作業室を新設する。 
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＜車輌運搬具関係＞ 

・車輌の入替について  

 本会の主な配送は、２トン積み冷凍冷蔵トラック１０台により運営している。配送臨時職員を

昨年度１名減の８名としており、正職員１名と合わせ９台を常時使用し、１台は荷物の多い金曜

日に追加使用する等予備的使用となっている。よって、古い車両２台(平成２１年式)を売却し、

新車１台導入とすることにより、車両維持に伴う経費削減を図る。 

導入車輛については、近年、配送先のセンター化が進行し配達先は減少、１か所に届ける物量

は増加傾向にあることから、３トン程度の車両に大型化し減車を補う輸送能力を賄う。 

なお、新車納車までに半年～１年掛かる状況が続いていることより、納車までの台数は現状維

持とする。 

また、調達方法については昨年度導入車輛と同様、フルメンテナンスリース方式とし、通常の

車両管理費用平準化と将来の故障対応時の資金負担軽減を図る。 

 

 

５ 車両関係の修理について 

  上記車両入替計画通りに対応した後も、２トン積み冷凍冷蔵車７台、３５０kg積み冷凍冷蔵

軽自動車１台及び乗用車４台のメンテナンスの必要がある。３０万キロ以上走行している車両

や登録後１０年以上経過している車両もあることより、ある程度の故障は見越す必要があるた

め、１台平均の修理費を１５万円とし、合計１，８００千円を計上する。 

 

 

６ 施設の修繕について 

（１）常温倉庫シャッター修理について 

  常温倉庫には５枚のシャッターがあるが、うち１枚はモーターの故障により作動できない。 

  本来の機能維持するため、修理する。 

 

（２）防犯ビデオレコーダーハードディスク修理について 

  敷地内に設置している防犯カメラの映像を保存するハードディスク２台のうち１台が壊れて

おり映像の保存期間が想定より短くなっているため、修理をする。 

 

（３）消火栓ホースの取替について 

  消防設備のメンテナンスとしてホースの耐圧試験を行わなければならないが、新品を購入す

ることで１０年間試験が不要となるため、取り換えることで費用を抑えることとする。 

 

（４）施設設備の修繕について 

  本会施設・設備の大半が建設当時のもので耐用年数を超えており、老朽化が進んでいること

から、前年度実績見込み額と同額の修繕費を置くこととする。 
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７ 職員研修等の実施について 

全給連主催等の研修会（職員研修、衛生管理研修、物資実務研修）を活用し、本会職員の 

レベルアップを図る。 

 

８ 資産取得資金の積立について 

  冷凍・冷蔵倉庫建て替えの原資とする当該積立については、期間を平成２７年から令和６年

までの１０年間として計画したが、赤字が続いたため、５年間積立をすることが出来なかっ

た。令和６年度も売上・財務状況を見ながら積立の実施について判断する。 
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９ 令和６年度 行事予定 

（１）役員会・評議員会の開催 

①令和６年度第１回通常理事会   令和 6年 5月予定    県給 

令和６年度定時評議員会    令和 6年 6月予定 県給 

（令和５年度事業報告(案)及び決算(案)の承認ほか） 

②令和６年度第２回通常理事会   令和 7年 3月予定 県給 

令和６年度臨時評議員会    令和 7年 3月予定 県給 

（令和７年度事業計画(案)及び予算(案)の決議・承認ほか） 

 

（２）給食会主催 

①物資選定委員会（年２回開催）   令和 6年 7月予定 県給 

令和 7年 3月予定 県給 

②親子食育実践教室                 令和 6年 7月予定 県給 

③学校給食用パンの品質審査    令和 6年 10月予定 県給 

④学校給食料理コンクール（一次・二次審査会） 令和 6年 11月～  

令和 6年 12月予定 県給 

 

（３）関連会議・研修会（全国、中国・四国ブロック、県内） 

①全国学校給食推進連合会関係 

全国学校給食推進連合会監事会   令和 6年 6月 12日 東京 

全国学校給食推進連合会第１回通常理事会  令和 6年 6月 13日 東京 

全国学校給食推進連合会第２回通常理事会  令和 7年 2月 14日    東京 

全国学校給食推進連合会定時社員総会  令和 6年 6月 28日 東京 

全国学校給食推進連合会管理職研修会         令和 6年 10月 22～23日 東京 

全国学校給食推進連合会実務担当者研修会（オンライン)       令和 6年 11月       

第 19回食育推進全国大会     令和 6年 6月 1～2日 大阪 

第 1 回全国学校給食・栄養教諭等研究協議大会   令和 6年 8月 1～2日 長野 

（※令和６年度より「全国学校給食研究協議大会」及び 

「全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会」を１つに統合） 

 

②中国・四国ブロック関係 

中国・四国九県代表者会議       令和 6年 11～12月予定 山口 

中国・四国物資安定対策協議会      令和 6年 11～12月予定 広島 

中国・四国ブロック別研究協議会    令和 6年 6月 18日    高知 

中国・四国幹部職員研修会       令和 7年 1月中旬予定 岡山 

 

(ア)県内 

山口県学校給食研究協議大会   令和 6年 8月 8日 山口 


